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位置・現況

標高1077Tの 台地縁が、名和集落の東方において、東方名古屋市緑

区大高町地内から、南方本町加家方面に向かって屈折する個所に当

た り、やや大きい谷を南東から北西に向かって開く北側の台地縁の

突端に近 くこの八幡社が位置する。台地は第 3紀層より成 り、背後

は標高30"を越える緩やかな斜面の台地となっている。前面の谷は

沖積低地で、台地縁 との比高-2.24解、発掘当時まだ従来の水田で

ぁったが、 2箇月を関した今 日すでに全 く埋立てられて、台地縁 と

余 り高さの変らぬ住宅用地となってしまった。

神社境内は概ね扇状に後方狭 く高 く、前方広 く低い地形に成 り、

ことにその前半の地域にハイガイが散布し、一部密集 して貝層の存

在を示している。

遺跡の発掘

昭和42年 4月 8日 、町教育長・町議会副議長・町役場吏員・上野

中学校職員生徒 。名古屋市在住の愛知学院大学歴史クラブ員等参加
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して、神社境内の北西隅に2″:× 1.5解 、ゃゃ離れて中央寄 りに竪に

長 く5物 ×1,5%の トレンチを入れた。

前者は古瓦を多 く出すと思われ、後者は良好 と思われた貝層を検

するためであ り、後者を第 1ト レンチ、前者を第 2ト レンチと名づ

けた。

ところが発掘が進むに従い結果は意外で、貝殻は表土中にのみ見

られ、一部20勁などの厚さに層を成 して堆積 している部分もあった

けれども、む しろそれは一局部に止まり、全体としてはかえって地

下に貝層を認めることはできなかった。

さてその地表下は概ね20勤の厚さで灰色の混礫土層が広がってお

り、その層のところどころの凹部に、ハイガイが層を成 して堆積 し

ているにすぎない。社殿寄 りの斜面の高い方では、その下に厚 さ10

勁ほどの淡黄色砂質土層が認められたが、斜面の低い方にはそれが

なく、直接地盤である砂質赤色と白色粘土との混土層に接 していた。

遺物はその灰色混礫土層から出上し、貝層からも黄砂層からも見

出すことなく、もちろん層の上下によって性質が変化するほどの厚

みではないにもかかわらず、おそくとも弥生中期以降鎌倉ごろまで

のものが雑然 として含まれ、知多郡によく見られる様相を示 してい

女ζ。

貝層を形成するのは前述の通 りよく成熟していたハイガイである

がごくわずかにアカエン・カキ等をも発見した。縄文早前期の貝塚

がハイガイを主とすると言っても、もう少し他の種類のものをも混
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じているのに、余 りにもハイガイのみということも、またアカニシ

の殻を割 っていないこともこれら古い貝塚とは異 り、かえって中近

世の所産であることを思わせる次第でおった。

遺 物

縄文土器  小破片のため確実に同定できないが、多分縄文土器

と思われるものが少数ある。黒色で手作 りの直国の破片や、条痕あ

る破片など写真に示したのはその代表的なものであるが、あるいは

弥生式かもしれない。今 しばらく縄文に所属させてお くこととする。

弥生土器  櫛描きの並行直線文の中に竪位の線を入れているも

のは、典型的な尾張の弥生中期の壺で、焼成黒色なのもそれにふさ

わしい。前述の条痕土器がもし弥生式ならば、やは り中期に属する

その余はすべて後期のものばか りで台付甕・壺 。高罫・器台・無

頸壷などばか りで、いずれも通例のものにすぎない。

石 金族  予備調査の際の表面採集にかかるもの 1個で、長三角形

をなし、わた くりは甚 しくない。おそらく弥生中期を降らないもの

であろう。

土師器  土師器としての特徴を明示する器形の破片はないが、

おそらく弥生式 との間に区別がつけ難 く、土師器 として存在するも

のもあることは当然考えられてよい。

須恵器  破片が小さいので須恵質と知られるばか りで、器形に

ついて知ることはできない。量は少ない。

陶質娩  鎌倉時代の日辺委縮して直線的なもの。少量。
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瓦  平瓦ばか りで瓦当を見出さないが、 厚さに 2働乃至 1。 3吻

くらいの種類があり、片面に縄目痕あるものが厚 く、格子文のある

ものが一般にやや薄目である。格子文あるものの中では、端部だけ

に押捺しているものが見られる。 しかし他面の布目痕は前者が粗 く

1側 に 7～ 8条の糸を通 しているのに、後者は逆に 1勁に 9～ 14条

ほどを通している。

焼成は薄手・斜格子文・布目 1勁に 14条 のものが青灰色で著 しく

堅緻であるほかは黒～黄各種の色相を呈するけれど、概 して軟か く

洗えば溶けるものさえ見られる状態である。平安乃至鎌倉時代と言

えるのではあるまいか。

内耳鍋  内耳の部分が肥厚 していて割れ難 く、その部分を中心

にした破片が 1個ある。

考 察

本遺跡は貝塚というよりは、を しろ貝塚と呼ばない方が正 しいで

あろう。おそらく貝層で液われていた時期もあったことでおろうが

、それは中近世のことで、 しかもこの地方によく見られ遺物を含ま

ないものであったと考えてよい。それも一種の遺跡でないとは言え

ないけれど、遺物を出すという点に重点を置けば、なしろ貝層下の

上層が問題 となる部分なのであるから、貝塚と呼ぶのはふさわ しく

なかったことが、本発掘によって明らかにされたのである。

その点からは前方の谷 もす(に 人間の生息するころには、海の浸

入していたところとならず、む しろ貧弱ながら水田として成立 し今
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日に至る地相が展開とノていたと見てよいはずである。

弥生文化は前期から中期にかけて爆発的に拡散 したが、かような

わずかな土地をも見逃がさず占居利用 したことは、知多の歴史を語

る上に注目されてよい。

以後引続いて住まわれたことになるが、特に鎌倉 ごろまでの瓦の

発見が注意される。

平安ごろのものについては、あるいなのちに都に出て融通念仏の

開祖 となった良忍の俗縁の一族のものかもしれないが、一方別に、

尾張中島郡 (現在一宮市)妙興寺文書によると同寺領の大半は、知

多郡の荒尾宗顕を始めとする一族歴代の寄進するところであったこ

とが知られるが、その荒尾氏は本町内名和の南方に荒尾の地名が残

って、付近一帯がその本貫であったことを示している。

そ うしてみるとこれら瓦の出土は当然鎌倉前後に栄えた荒尾氏に

かかわるものとして見なければならないのは当然なところである。

荒尾氏建立の寺がこのあた りにおったのであろう。上野町の中世史

を語 るのに確実有力な資料が一つぶえたわけであることは喜んでよ

かろう。

さらに想像を加えれば、このあた りの集落がのちに今日の名和の

集落 となるその前身であったかもしれない。

そうしてみるとここに最後に堆積した貝塚は、それらの住民たち

がむしろ交易の結果得たものの残津と見なければなるまい。この泌

た りに魚貝をひ溶ぐ商買がいたかどうかは決定できぬにしても、み
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ずから海浜に出てすなどりを業とした者が住んでいたわけではある

まいと考える方がより自然なように思われる。

それは近世低地を通る街道が整備せられる江戸直前のことであろ

う。江戸時代に入って衝道が整備せられると、集落はその周辺に移 り    与
と

住むようにな り、かっては寺のあった故地の由緒が思い出されて、

ここに八幡社を勧請した2ではあるま
いか。寛文村々覚書にも村困     

｀

九ケ所の社の筆頭に記されているのはその故であろう。

将来編纂されるであろう上野町史のための資料の一つとして、新

しい分野の開けて来たことを、同町のために喜ぶものである。
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名和八幡社

遺跡全景

背後丘陵上より

神社 (中央の森)

見る

↓
　
を

← 発掘状況



内耳鍋出土状態 →

第2ト レンチ層序 →

← 第 1ト レンチ層序



アカニン (左 )

カキ (右 )

(尺度は7働 )

平瓦 (布 目ある面)→

中

左上 縄文晩期?塞
左中 石鏃
左下 組文晩期か弥生中期の変
左二列目

上 弥生中期の壷

下 弥生後期の″
左三列目

上 弥生無顎壷
中 ″ 壷

下 ″ 甕

右上 弥生後期高
'ト右中 ク   ″

右下 ″   器台
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← 平 瓦
(叩 目のある面)

← 同上平瓦
(布 目ある面)

内 耳 鍋 左上)

縄目平瓦 (左下 )

格子目平瓦 (右 )



発 行 昭和42年 11月 1日
知多郡上野町役場内
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